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	応用
	抗原情報
	背景
	タンパク質のユビキチン化は、細胞周期の進行、転写活性化、シグナル伝達など、多くの細胞内プロセスを制御します。ユビキチン結合酵素と脱ユビキチン化酵素が関与するこの動的なプロセスは、ユビキチンの付加と除去を行います。脱ユビキチン化酵素は、ユビキチン結合タンパク質基質からユビキチンを特異的に切断するシステインプロテアーゼです。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、卵巣腫瘍（OTU）ドメインを特徴とするDUBサブファミリーに属します。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2013年1月],機能:タンパク質から共役ユビキチンを除去できる加水分解酵素であり、分解を防ぐことでタンパク質代謝レベルで重要な調節的役割を果たす可能性がある。,配列注意:フレームの選択が間違っている。,類似性:C2H2型ジンクフィンガーを1つ含む。,類似性:OTUドメインを1つ含む。,
	研究分野
	リモネンとピネンの分解;不飽和脂肪酸の生合成;
	画像データ
	

	YOD1抗体を用いたCOLO細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	YOD1 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	OTUD2ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

